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■
主
な
結
果

各
危
険
因
子
のPAF

に
つ
い
て

14

因
子
す
べ
て
を
考
慮
し
た
場
合
、
認
知
症
の38.9

％
が
予
防

可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
影
響
が
大
き
い
危

険
因
子
は
、
難
聴
（6.7

％
）
、
運
動
不
足
（6.0

％
）
、
高LD

L

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（4.5

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
危
険
因
子
のPIF

（※

用
語
説
明
参
照
）
に
つ
い
て

・
危
険
因
子
を
一
律
に10

％
低
減
し
た
場
合
、
将
来
的
に
約

20.8

万
人
の
認
知
症
を
予
防

・
危
険
因
子
を
一
律
に20

％
低
減
し
た
場
合
、
将
来
的
に
約

40.8

万
人
の
認
知
症
を
予
防

※

各
因
子
が
属
す
る
年
代
の
分
類
に
つ
い
て

図
に
お
け
る
各
因
子
の
青
年
期
、
壮
年
期
、
老
年
期
と
い
う
分

類
は
、
そ
の
時
期
に
限
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
を
示
す

の
で
は
な
く
、
「
そ
の
時
期
以
降
」
の
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
を

示
し
ま
す
。
例
え
ば
最
も
大
き
な
寄
与
度
を
示
す
難
聴
に
つ
い

て
は
、
「55

歳
以
上
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
壮
年

期
に
限
ら
ず
老
年
期
に
お
い
て
も
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。■

本
研
究
の
意
義

本
研
究
は
、
日
本
の
実
情
に
即
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
ど
の

危
険
因
子
に
優
先
的
に
介
入
す
べ
き
か
を
定
量
的
に
示
し
た
点

に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
難
聴
や
運
動
不
足
な
ど
、

適
切
な
対
策
に
よ
っ
て
改
善
可
能
な
要
因
が
、
認
知
症
予
防
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
東
海
大
学
広
報
ペ
ー
ジ
記
事
を
参
照
に
皆
様
に
情
報

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
予
防
」
マ
ジ
で
大
事
で
す
。

2026/5/30 13:00~
Vina Gardens

Parchにて、無料
頭痛講演会やります

母校である、東
海大学の医学部
和佐野浩一郎
先生、デンマー
ク・コペンハー
ゲン大学認知症
センターの
Kasper Jørgensen 
先生の報告。
2026年1月13日
東海大学のホー
ムページにて公
表。研究成果は、
2026年1月「The 
Lancet Regional 
Health-Western 
Pacific」に掲載。

日
本

世
界

認
知
症
は
世
界
的
に
急
増
し
て
い
る
深
刻
な
公
衆
衛
生
課
題
で
す
。
認
知
症
に
伴
う
世
界
の
経
済
的
負
担
は
、
２
０
１
９
年
時
点

で

約
1.

3
兆
米
ド
ル
（
約
２
０
７
兆
円
）
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
２
０
３
０
年
に
は
1.

7
兆
米
ド
ル
、
介
護
費
用
を
含
め
る
と

最
大
2.

8
兆
米
ド
ル
に
ま
で
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
世
界
で
最
も
平
均
寿
命
が
長
く
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
「
超
高
齢
社
会
」
で
す
。
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
は
、
20
10

年
に
は
21
％
を
超
え
、
２
０
２
４
年
に
は
29.

3
％
に
達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
４
５
年
に
は
、
3
人
に
1
人
以
上
が
65
歳
以
上

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
は
認
知
症
の
最
大
の
危
険
因
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
は
世
界
で
も
特
に
認
知
症
の
影
響

を
受
け
や
す
い
国
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
時
点
で
65
歳
以
上
の
約
12.

3
％
が
認
知
症
、
約
15.
5
％
が
軽
度
認
知
障
害

（M
CI

）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
患
者
数
は
約
44
3
万
人
、M

CI

を
含
め
る
と
約
10
00
万
人
に
の
ぼ
り
、
２
０
５
０
年
に
は
認

知
症
が
約
58
7
万
人
（
高
齢
者
の
15.

1
％
）
、M

CI

が
約
63
1
万
人
（
16.

2
％
）
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
ア
ミ
ロ
イ
ドβ

を
標
的
と
し
た
抗
体
医
薬
な
ど
、
新
た
な
治
療
法
が
登
場
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果
や
、
高
額
な
医
療

費
や
適
応
条
件
の
厳
し
さ
な
ど
か
ら
、
実
臨
床
で
の
普
及
に
は
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
治
療
」
だ
け
で
な
く
、
発

症
そ
の
も
の
を
遅
ら
せ
る
、
あ
る
い
は
防
ぐ
「
予
防
」
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
権
威
あ
る
医
学
誌
「The Lancet

」
の
認
知
症
委
員
会
（The Lancet Com

m
ission on dem

entia
）
は
、

生
活
習
慣
や
環
境
要
因
な
ど
の
介
入
可
能
な
危
険
因
子
へ
の
対
策
に
よ
り
、
世
界
全
体
で
認
知
症
の
約
45
％
が
予
防
可
能
で
あ
る
と

報
告
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
推
計
は
主
に
欧
米
を
中
心
と
し
た
国
際
デ
ー
タ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
社
会
構

造
や
健
康
特
性
を
十
分
に
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
日
本
の
公
的
統
計
や
疫
学
研
究
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
日
本
に
お
け
る
認
知
症
予
防
の
潜
在
的
可
能
性
を
定

量
的
に
評
価
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後
増
加
が
確
実
視
さ
れ
る
認
知
症
に
対
し
、
ど
の
危
険
因
子
に
、
ど
の
程
度
、
優
先
的
に
介

入
す
べ
き
か
を
示
す
科
学
的
根
拠
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
認
知
症
の
38.

9
％
は
予
防
可
能
と
推
計
！

【用語説明】
*1 集団寄与危険割合（PAF：Population Attributable Fraction）
「もし特定の危険因子が存在しなかったと仮定した場合、全体の認知症
のうち、どの程度が防げた可能性があるか」を示す指標。例えば、PAFが
10％であれば、「理論的には、その因子がなければ認知症の10％は起こ
らなかった可能性がある」ことを意味します。本研究では、14因子それ
ぞれのPAFを算出し、さらに因子同士の重なりを考慮した上で、全体とし
てどの程度の認知症が予防可能かを評価しました。
*2 潜在的影響割合（PIF：Potential Impact Fraction）
「危険因子を完全になくすのではなく、例えば10％や20％といった現実
的な範囲で減らした場合に、どの程度の認知症が減少する可能性がある
か」を示す指標。PAFが「理論上の最大限の予防可能性」を示すのに対し、
PIFは実際の政策や介入によって達成し得る効果を見積もるための指標で
す。本研究では、14の危険因子をそれぞれ10％または20％低減した場合
に、将来的にどれだけの認知症患者数を減らせる可能性があるかを推定
しました。

→集団寄与危険
割合（PAF：
Population 
Attributable 
Fraction）
※用語説明参照


